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喜界
消防分署

総務課

企画観光課

担 当 課 内　容　説　明 予算額（△減額）事　業　名

非常備消防費 （普通旅費） 

　
（歳入） 国有提供施設等所在
市町村助成交付金 

（歳入） 地方特例交付金 

　
（歳入） 地方交付税 

　
総務管理費 （電算管理費） 

　
総務管理費
（情報無線施設管理費）

災害復旧費
（その他公共施設・公営施設災害復旧費） 

総務費 （企画費） 

総務費 （企業誘致関連事業） 

総務費 （移住促進事業費） 

　
商工費 （観光費）

△1,517千円

　1,527千円

　
289千円
　

81,399千円
　

1,014千円

2,568千円

　　
2,000千円

　
807千円

950千円

1,989千円

　
305千円

● 総務文教常任委員会付託分● 総務文教常任委員会付託分（委員長 生駒 弘）（委員長 生駒 弘）

　令和３年第４回定例会は、12月２日開会し12月10日まで９日間の会期で開かれた。12月２日、３日は、一般
質問があり７名が登壇。また、同意３件を同意し、議案７件を各常任委員会に付託した。12月10日の最終本
会議では、各常任委員会の委員長から報告があり、議案７件と追加議案１件を可決した。

■■■■■■■ 補正予算の主なもの ■■■■■■■

知名町で開催予定の消防団のポンプ操法
大会が新型コロナウイルス感染症予防の
ため中止

自衛隊が使用する通信施設等に供する土
地、建物及び工作物に対する追加交付金
（補正前の額は12,215千円）

個人住民税減収補填特例交付金及び軽自
動車税減収補填特例交付金

追加の普通交付税

電算の基幹サーバーバッテリー交換（761
千円）及び保守料（253千円）

個別受信機の屋外アンテナ設置費（96千
円）、戸別受信機修繕費（210千円）、百之
台中継局、屋外スピーカー3カ所等修繕費
（1,398千円）など

町民税務課事業以外で軽石関係に係る
経費

スズメバチ駆除に係る経費

IT企業㈱バイタライズ喜界島支所の旧荒
木小学校への移転に伴う修繕費。トイレ取
り替え工事等

島中旧教員住宅面積拡大に伴う追加の土
地購入費（1,165千円）及び中間・花良治
空家改修補助金（824千円）

阿伝トイレ修繕費（160千円）及びシマ歩
きガイドへの補助金（145千円）

“子育て世帯臨時特別給付金１０万円現金給付へ”“子育て世帯臨時特別給付金１０万円現金給付へ”
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町民税務課

企画観光課

教育委員会
事務局

担 当 課 内　容　説　明 予算額（△減額）事　業　名

商工費
（新型コロナウイルス感染症対応）

（歳入） 県支出金
（衛生費県補助金） 

衛生費 （清掃費） 

衛生費
（海岸漂着物地域対策推進費） 

衛生費
（廃棄物処理施設整備費） 

（歳入） 県支出金
（教育費委託金） 

農林水産業費
（自然休養村管理センター運営費） 

　
教育費 （教育総務費） 

教育費 （小学校費） 

　
教育費 （中学校費） 

　
教育費 （社会教育総務費） 

　
教育費 （公民館費） 

　
教育費
（埋蔵文化財発掘調査費）

5,135千円

　
5,832千円

　
1,450千円

　
8,596千円

1,410千円

　
45,000千円

300千円

592千円

4,638千円

　
△954千円

　
1,350千円

　
320千円

50,004千円

事業者支援交付金（事業者相談件数計14
件の内10件分）

海岸漂着物地域対策推進事業補助金で軽石
関係の費用の増額分。補助率90％、第一次分

塵芥処理のための燃料費及び光熱費

委託先はシルバー人材センター、志戸桶は
地元建設会社、スギラビーチは指定管理者

実施設計委託料、地質調査、測量調査、開
発行為許可申請の費用

　
埋蔵文化財発掘調査委託金増額分
　
　
コロナワクチン接種会場として使用したこ
とにより、光熱費が不足

教員用公務支援システムのネットワーク保
守委託料3校分

エアコン導入により光熱費増額。喜界小の
変圧器取り替え、早町小プール排水工事等

エアコン導入により光熱費1,500千円増
額。コロナ禍による集団宿泊中止等のため
減額（2,454千円）

令和4年度成人式参加者50名のPCR検
査費用（一人2万7千円） 

乗用草刈り機修繕費

発掘作業を行った手久津久地区の整理作
業。主な内容は科学分析、発掘調査業務民
間委託料39,285千円等

農業振興課

担 当 課 内　容　説　明 予算額（△減額）事　業　名

農地費 
（県営畑地帯総合整備事業負担金)

鳥獣防止対策事業費
（カラス施設管理委託料） 

8,100千円

270千円

● 産業福祉常任委員会付託分● 産業福祉常任委員会付託分（委員長 野間 弘也）（委員長 野間 弘也）

埋蔵文化発掘調査の結果を国へ報告する
ための報告書作成に関わる町の負担分

捕獲量の増による。1匹１,５００円の委託料、
捕獲施設は５カ所
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保健福祉課

まちづくり課

担 当 課 内　容　説　明 予算額（△減額）事　業　名

地方改善施設整備事業
（工事請負費） 

　
道路維持費 （修繕料） 

　
道路新設改良費 （工事請負費）

港湾整備費 （修繕料) 

　
住宅管理費 （住宅移転費用）

　
母子保健事業費
（諸検診業務委託料） 

母子保健事業費
（インフルエンザ予防接種助成金）

　
健康増進事業費
（帰島に要する旅費助成金） 

　
民生費国庫補助金
（子育て世帯等臨時特別支援
  事業費給付金補助金） 

△8,129千円

3,000千円

11,500千円

651千円
　

560千円

165千円

495千円

　
350千円

　
122,000千円

吉川おみやげセンター横の町道を整備す
る予定が、設計に疑義があることから見直
しを行い、来年度整備を行う予定

塩道のガードポール(ポール型反射板)設置

通学路にスクールゾーン(県道に引かれて
いる緑のライン)設置。広報活動に取り組み
スクールゾーンの周知を行う

上嘉鉄港の標識等の修繕

湾水洗住宅から湾宮戸住宅へ移転した４
世帯分の移転費

　
３歳から６歳の接種費用を一人当たり
１,６５０円の二回分まで助成を行う

　
新型コロナウイルスに感染し、島外で治療
を行った人への帰島費用を一人当たり上
限３万５千円助成

18歳以下の子供がいる世帯へ子供１人当
たり10万円給付（12月24日臨時議会議
決分含む）

議案第５０号

議案第５1号

同意第5号

同意第6号

同意第7号

11

11

11

11

11

0

0

0

0

0

可決

可決

同意

同意

同意

議　案 内　容 採 決反 対賛 成

条例・陳情等案件報告◆ （議長は採決に含まず）

喜界町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
子育て世帯の経済的負担軽減のため、子どもの保健税均等割額を軽減
するもの。対象は全世帯の未就学児。負担割合は、国1/2、県1/4、町1/4
　
喜界町国民健康保険条例の一部を改正する条例について
(国の算定基準変更に伴い、出産育児一時金を現行の４０万４千円から
４０万８千円へ改正)
　
固定資産評価委員会委員の選任について : 小林 学 氏
　
教育委員会委員の任命について : 大山 巧 氏
　
教育委員会教育長の任命について : 久保 康治 氏
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第
４
回
定
例
会
で
7
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問
町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

質問する
土岐 和貴 議員

一般質問

「
少
し
で
も
働
き
た
い
」
障
害
者

の
方
々
が
活
躍
で
き
る
場
を

　

本
町
で
の
障
害
者
雇
用
促
進
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
、
も
し
く
は
計
画

中
の
事
業
が
あ
る
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

10
月
に
県
事
業
の
農
業
法
人
等
に
よ

る
障
害
者
の
農
業
体
験
等
受
入
支
援
事

業
を
活
用
し
支
援
を
行
っ
た
。
障
害
の

特
性
に
よ
り
、
全
て
の
人
が
同
じ
作
業

を
同
じ
量
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

そ
の
人
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

就
労
希
望
の
障
害
者
の
把
握
、
特
性
を

調
査
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
労
支
援

に
取
り
組
む
。

　

近
年
、
農
業
と
福
祉
の
融
合
「
農
福

連
携
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
の
農
福
連
携
に
対
す
る
考
え

方
や
現
在
の
取
り
組
み
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
長･

農
業
振
興
課
長

　

基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る
本
町
に

と
っ
て
、
障
害
者
の
就
労
や
生
き
が
い
づ

く
り
の
場
の
創
出
、
農
業
担
い
手
不
足

の
解
消
の
た
め
に
も
、
必
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
作
業
従
事
者

と
受
入
農
家
と
両
者
を
取
り
持
つマッ
チ

ン
グ
、
調
整
役
な
ど
、
体
制
づ
く
り
が

重
要
と
な
って
い
る
。

　

今
後
、
事
業
等
の
活
用
や
、
農
福
連

携
人
材
育
成
研
修
会
等
に
出
席
し
、
知

識
を
深
め
て
取
り
組
む
。

 　

町
単
独
の
企
業
等
へ
の
助
成
制
度
を

設
け
、
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
で
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に

繋
が
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

ど
う
い
っ
た
作
業
な
ら
就
労
が
可
能

な
の
か
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
把
握
し
た
後
、
助
成
制
度
の
必
要

性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
や
観
光
業
に
救
い
の
手
を

　

軽
石
被
害
の
現
状
や
被
害
額
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

漁
業
関
係
の
被
害
状
況
は
漁
船
９
隻

が
、
軽
石
の
詰
ま
り
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
や
漁
船
の
故
障
に
よ
り
、
漁
具
、

ソ
デ
イ
カ
漁
の
仕
掛
け
が
回
収
で
き
な

か
っ
た
事
案
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
被
害

額
は
、
概
算
で
修
繕
費
、
漁
具
等
で
約

２
７
０
万
円
で
あ
る
。
県
の
観
光
課
調

査
で
は
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
業
者
に
お
い

て
、
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
並
び
に
営
業
自

粛
に
よ
る
営
業
被
害
額
が
約
70
万
円
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

軽
石
の
影
響
で
観
光
業
や
漁
師
は
不

安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
る
。

対
応
策
や
現
在
の
取
り
組
み
に
つい
て
伺

う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

海
岸
線
及
び
海
水
浴
場
等
は
、
補
助

事
業
を
活
用
し
軽
石
の
除
去
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
の
、
軽
石
の
回
収
作
業
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
船
舶
事
故
修
繕
資
金
貸

付
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
漁
協
へ
提
案

し
て
い
る
。

　

近
年
、
密
漁
が
増
え
て
い
る
と
漁
業

関
係
の
方
々
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

本
町
で
の
対
応
策
や
取
り
組
み
に
つい
て

伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
在
、
当
方
で
は
密
漁
の
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。事
実
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

過
去
に
活
用
し
て
い
た
密
漁
防
止
の
看

板
等
も
考
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　

町
民
に
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
漁

協
組
合
と
連
携
を
図
り
、
広
報
き
か
い

な
ど
を
活
用
し
、
資
源
管
理
の
ル
ー
ル

を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
状
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
広
報

き
か
い
、
防
災
無
線
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
、
資
源
管
理
の
ル
ー
ル
を

十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
個
人
的
な
消

費
を
目
的
と
し
た
密
漁
防
止
の
周
知
を

図
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
繋
が
る

「
島
を
思
う
気
持
ち
」
交
流
拠

点
づ
く
り

　

喜
界
町
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

以
前
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
推
進
協
議

会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
令
和
元

年
度
よ
り
、
喜
界
町
観
光
物
産
協
会

と
統
合
し
事
業
を
行
って
い
る
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
物
を
販
売
す
る

だ
け
で
は
な
く
「
島
を
思
う
」
人
と
人

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
繋
が
り
、
お

互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
島
の
発
展
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
業
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

こ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
る
事
業
の
再

構
築
を
目
指
し
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

協
議
を
重
ね
て
き
た
。
し
か
し
、
明
確

な
結
論
を
導
き
出
せ
な
か
っ
た
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。
当
面
は
現
体
制
を

維
持
し
事
業
展
開
を
図
る
。

　

設
立
当
初
の
よ
う
に
町
長
が
推
進
協

議
会
長
を
努
め
、
大
き
な
受
け
皿
を
設

け
る
こ
と
で
島
の
発
展
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
本
当
に
大
事
な

事
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。
再
度
、
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
は
事
業
を
通
し
て
意
見
交
換
会
等

を
実
施
し
、
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

農福連携人材育成研修会

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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「
少
し
で
も
働
き
た
い
」
障
害
者

の
方
々
が
活
躍
で
き
る
場
を

　

本
町
で
の
障
害
者
雇
用
促
進
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
、
も
し
く
は
計
画

中
の
事
業
が
あ
る
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

10
月
に
県
事
業
の
農
業
法
人
等
に
よ

る
障
害
者
の
農
業
体
験
等
受
入
支
援
事

業
を
活
用
し
支
援
を
行
っ
た
。
障
害
の

特
性
に
よ
り
、
全
て
の
人
が
同
じ
作
業

を
同
じ
量
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

そ
の
人
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

就
労
希
望
の
障
害
者
の
把
握
、
特
性
を

調
査
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
労
支
援

に
取
り
組
む
。

　

近
年
、
農
業
と
福
祉
の
融
合
「
農
福

連
携
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
の
農
福
連
携
に
対
す
る
考
え

方
や
現
在
の
取
り
組
み
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　
保
健
福
祉
課
長･

農
業
振
興
課
長

　

基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る
本
町
に

と
っ
て
、
障
害
者
の
就
労
や
生
き
が
い
づ

く
り
の
場
の
創
出
、
農
業
担
い
手
不
足

の
解
消
の
た
め
に
も
、
必
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
作
業
従
事
者

と
受
入
農
家
と
両
者
を
取
り
持
つマッ
チ

ン
グ
、
調
整
役
な
ど
、
体
制
づ
く
り
が

重
要
と
な
って
い
る
。

　

今
後
、
事
業
等
の
活
用
や
、
農
福
連

携
人
材
育
成
研
修
会
等
に
出
席
し
、
知

識
を
深
め
て
取
り
組
む
。

 　

町
単
独
の
企
業
等
へ
の
助
成
制
度
を

設
け
、
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
で
障
害
者
雇
用
の
拡
大
に

繋
が
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

ど
う
い
っ
た
作
業
な
ら
就
労
が
可
能

な
の
か
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
把
握
し
た
後
、
助
成
制
度
の
必
要

性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
や
観
光
業
に
救
い
の
手
を

　

軽
石
被
害
の
現
状
や
被
害
額
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

漁
業
関
係
の
被
害
状
況
は
漁
船
９
隻

が
、
軽
石
の
詰
ま
り
に
よ
る
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
や
漁
船
の
故
障
に
よ
り
、
漁
具
、

ソ
デ
イ
カ
漁
の
仕
掛
け
が
回
収
で
き
な

か
っ
た
事
案
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
被
害

額
は
、
概
算
で
修
繕
費
、
漁
具
等
で
約

２
７
０
万
円
で
あ
る
。
県
の
観
光
課
調

査
で
は
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
業
者
に
お
い

て
、
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
並
び
に
営
業
自

粛
に
よ
る
営
業
被
害
額
が
約
70
万
円
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

軽
石
の
影
響
で
観
光
業
や
漁
師
は
不

安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
る
。

対
応
策
や
現
在
の
取
り
組
み
に
つい
て
伺

う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

海
岸
線
及
び
海
水
浴
場
等
は
、
補
助

事
業
を
活
用
し
軽
石
の
除
去
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
の
、
軽
石
の
回
収
作
業
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
船
舶
事
故
修
繕
資
金
貸

付
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
漁
協
へ
提
案

し
て
い
る
。

　

近
年
、
密
漁
が
増
え
て
い
る
と
漁
業

関
係
の
方
々
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

本
町
で
の
対
応
策
や
取
り
組
み
に
つい
て

伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
在
、
当
方
で
は
密
漁
の
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。事
実
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

過
去
に
活
用
し
て
い
た
密
漁
防
止
の
看

板
等
も
考
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　

町
民
に
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
漁

協
組
合
と
連
携
を
図
り
、
広
報
き
か
い

な
ど
を
活
用
し
、
資
源
管
理
の
ル
ー
ル

を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
状
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
広
報

き
か
い
、
防
災
無
線
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
、
資
源
管
理
の
ル
ー
ル
を

十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
個
人
的
な
消

費
を
目
的
と
し
た
密
漁
防
止
の
周
知
を

図
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
繋
が
る

「
島
を
思
う
気
持
ち
」
交
流
拠

点
づ
く
り

　

喜
界
町
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

以
前
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
推
進
協
議

会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
令
和
元

年
度
よ
り
、
喜
界
町
観
光
物
産
協
会

と
統
合
し
事
業
を
行
って
い
る
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
物
を
販
売
す
る

だ
け
で
は
な
く
「
島
を
思
う
」
人
と
人

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
繋
が
り
、
お

互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
島
の
発
展
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
業
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

こ
れ
ま
で
停
滞
し
て
い
る
事
業
の
再

構
築
を
目
指
し
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

協
議
を
重
ね
て
き
た
。
し
か
し
、
明
確

な
結
論
を
導
き
出
せ
な
か
っ
た
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。
当
面
は
現
体
制
を

維
持
し
事
業
展
開
を
図
る
。

　

設
立
当
初
の
よ
う
に
町
長
が
推
進
協

議
会
長
を
努
め
、
大
き
な
受
け
皿
を
設

け
る
こ
と
で
島
の
発
展
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
本
当
に
大
事
な

事
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。
再
度
、
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
は
事
業
を
通
し
て
意
見
交
換
会
等

を
実
施
し
、
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問する
倉橋 博都 議員

野
良
猫
対
策

　

近
年
、
集
落
内
及
び
農
道
に
お
い
て

野
良
猫
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
状
況
に

あ
る
。
夜
間
、
車
で
走
行
中
に
明
か
り

に
反
応
し
飛
び
込
ん
で
く
る
猫
が
お
り
、

非
常
に
危
険
を
伴
う
。
野
良
猫
を
増
や

さ
な
い
方
法
と
し
て
、
野
良
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ

（
捕
獲
し
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
元

の
場
所
に
戻
す
と
い
う
方
法
）
が
あ
る
。

　

町
民
税
務
課
で
猫
の
捕
獲
器
を
貸
し

出
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
既
に
購
入

し
た
捕
獲
器
数
量
及
び
捕
獲
器
の
貸
出

状
況
や
捕
獲
件
数
は
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

今
現
在
７
個
、
奄
美
い
ん
ま
や
動
物

病
院
か
ら
お
借
り
し
て
い
る
。
飼
い
猫
、

野
良
猫
と
い
う
区
別
で
手
術
等
は
し
て

い
な
い
。
捕
獲
を
し
て
譲
渡
し
た
だ
け

で
も
５
、
60
匹
。Ｔ
Ｎ
Ｒ
を
施
し
た
猫
に

つい
て
は
そ
れ
以
上
だ
ろ
う
と
報
告
を
受

け
て
い
る
が
正
確
な
数
字
は
分
か
っ
て
い

な
い
。

　

借
り
て
い
る
捕
獲
器
に
関
し
て
費
用

は
支
払
って
い
る
の
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

費
用
は
発
生
し
て
い
な
い
。
無
料
で

お
借
り
し
て
い
る
。

　

捕
獲
猫
は
獣
医
師
が
来
島
す
る
ま
で

自
宅
で
餌
を
与
え
世
話
を
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
自
宅
で
猫
を
飼
って
い
る
方

の
中
に
は
、
場
所
の
提
供
が
あ
れ
ば
世

話
を
し
た
い
と
願
って
い
る
方
々
も
い
る
。

　

本
町
に一時
預
か
り
の
場
所
の
提
供
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
猫
を
捕
獲

し
て
い
る
団
体
は
、
去
勢
・
不
妊
手
術

も
自
費
で
行
って
い
て
、
動
物
病
院
が
来

島
す
る
ま
で
の
間
は
自
宅
の
ほ
う
で
預

か
って
い
る
。
10
月
中
旬
、
先
々
月
、
御

相
談
を
受
け
て
い
る
。
一
時
保
護
、
保

護
施
設
は
現
在
検
討
し
て
い
る
。
前
向

き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

獣
医
師
の
出
張
診
療
に
よ
る
年
間
の

出
張
件
数
及
び
、
去
勢
、
避
妊
手
術
は

何
匹
位
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

平
成
31
年
の
４
月
か
ら
の
合
計
の
診

療
回
数
は
15
回
に
上
っ
て
い
る
。
今
年

度
は
後
２
回
予
定
を
さ
れ
て
い
る
。
令

和
元
年
度
、
犬
が
１
６
３
匹
、
猫
が
３

８
０
匹
、
そ
の
他
１
匹
。
令
和
２
年
度
、

犬
が
１
２
８
匹
、
猫
３
２
０
匹
。
令
和

３
年
度
が
こ
れ
ま
で
３
回
で
犬
90
匹
、

猫
１
９
９
匹
、
そ
の
他
２
匹
。
合
計
で

犬
が
３
８
１
匹
、
猫
８
９
９
匹
、
そ
の

他
３
匹
。
こ
れ
ら
の
総
合
計
が
１
，２
８

３
匹
と
な
って
い
る
。

　

奄
美
い
ん
ま
や
動
物
病
院
の
出
張
診

療
で
、
多
く
の
方
々
が
ペッ
ト
の
適
正
な

飼
い
方
等
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
、

人
間
と
動
物
が
共
存
す
る
環
境
を
つ
く

る
啓
発
に
も
繋
が
って
い
る
。
診
療
中
は

飼
い
主
同
士
の
情
報
交
換
の
場
に
も
な

り
、
動
物
病
院
が
核
と
な
って
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
町
内
の
猫
の
対
策
を
推

進
し
て
い
く
上
で
、
奄
美
い
ん
ま
や
動

物
病
院
の
協
力
は
不
可
欠
と
考
え
る
。

診
療
体
制
を
よ
り
一
層
支
え
る
よ
う
、

本
町
か
ら
の
働
き
か
け
や
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

獣
医
師
の
船
の
運
賃
等
を
助
成
出
来

な
い
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

本
町
も
出
張
診
療
の
継
続
を
今
後
も

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
船
運
賃

等
の
補
助
に
つ
い
て
は
新
年
度
の
ほ
う
で

対
応
し
た
い
。

　

奄
美
市
で
は
、
飼
い
猫
の
適
正
な
飼

育
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
あ
り
、

猫
の
登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と

伺
って
い
る
。
本
町
で
も
同
様
の
登
録
制

度
は
で
き
な
い
も
の
か
否
か
。
そ
の
こ
と

に
よ
って
飼
い
猫
と
野
良
猫
の
判
別
が
可

能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

飼
い
猫
の
登
録
は
可
能
か
否
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

導
入
を
検
討
す
る
場
合
は
猫
の
飼
い

主
等
に
な
ぜ
登
録
が
必
要
な
の
か
、
登

録
の
目
的
は
何
に
な
る
か
な
ど
合
意
形

成
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
現

在
、
登
録
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。
所

有
者
明
示
、
首
輪
の
ほ
う
に
猫
と
所
有

者
の
名
前
を
書
く
事
は
広
報
き
か
い
で

も
度
々
広
報
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
確
保
に
向

け
て

　

災
害
時
、
海
岸
近
く
の
老
人
福
祉
施

設
の
入
居
者
の
避
難
訓
練
及
び
避
難
場

所
に
つ
い
て
伺
う
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
、
台
風
が
巨
大
化
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る

巨
大
津
波
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

年
に
１
回
程
度
の
避
難
訓
練
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　

町
長

　

避
難
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
施

設
が
立
て
た
災
害
時
の
避
難
計
画
や
方

針
が
基
に
な
る
と
考
え
る
。
町
の
地
域

防
災
計
画
で
も
、
福
祉
避
難
所
の
設
置

や
要
配
慮
者
、
そ
れ
か
ら
福
祉
施
設
等

の
避
難
体
制
の
強
化
を
う
た
っ
て
い
る
。

施
設
の
個
別
避
難
計
画
を
基
に
、
自
主

防
災
組
織
や
地
域
住
民
も
含
め
、
お
互

い
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

い
ざ
と
い
う
場
合
に
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
が

で
き
る
よ
う
連
携
し
て
、
施
設
の
実
態

に
即
し
た
実
践
的
な
訓
練
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

巨
大
津
波
を
想
定
し
た
避
難
場
所
の

確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

台
所
と
ト
イ
レ
の
設
置
が
さ
れ
た
避

難
場
所
の
確
保
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

大
き
な
地
震
が
来
た
と
き
は
、
高
台

に
避
難
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
て

い
る
。
施
設
ご
と
に
ど
の
避
難
場
所
が

適
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
一
時
的
な
避
難

場
所
か
ら
さ
ら
に
高
い
場
所
へ
の
避
難
も

求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
る
。
要
配
慮

者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
等
、
課
題
が
考

え
ら
れ
る
。
訓
練
を
通
し
て
避
難
の
方

法
、施
設
の
個
別
避
難
計
画
も
検
証
し
、

日
頃
か
ら
地
域
と
の
関
わ
り
を
密
に
す

る
な
ど
官
民
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立

し
て
行
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要

質
要
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野
良
猫
対
策

　

近
年
、
集
落
内
及
び
農
道
に
お
い
て

野
良
猫
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
状
況
に

あ
る
。
夜
間
、
車
で
走
行
中
に
明
か
り

に
反
応
し
飛
び
込
ん
で
く
る
猫
が
お
り
、

非
常
に
危
険
を
伴
う
。
野
良
猫
を
増
や

さ
な
い
方
法
と
し
て
、
野
良
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ

（
捕
獲
し
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
元

の
場
所
に
戻
す
と
い
う
方
法
）
が
あ
る
。

　

町
民
税
務
課
で
猫
の
捕
獲
器
を
貸
し

出
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
既
に
購
入

し
た
捕
獲
器
数
量
及
び
捕
獲
器
の
貸
出

状
況
や
捕
獲
件
数
は
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

今
現
在
７
個
、
奄
美
い
ん
ま
や
動
物

病
院
か
ら
お
借
り
し
て
い
る
。
飼
い
猫
、

野
良
猫
と
い
う
区
別
で
手
術
等
は
し
て

い
な
い
。
捕
獲
を
し
て
譲
渡
し
た
だ
け

で
も
５
、
60
匹
。Ｔ
Ｎ
Ｒ
を
施
し
た
猫
に

つい
て
は
そ
れ
以
上
だ
ろ
う
と
報
告
を
受

け
て
い
る
が
正
確
な
数
字
は
分
か
っ
て
い

な
い
。

　

借
り
て
い
る
捕
獲
器
に
関
し
て
費
用

は
支
払
って
い
る
の
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

費
用
は
発
生
し
て
い
な
い
。
無
料
で

お
借
り
し
て
い
る
。

　

捕
獲
猫
は
獣
医
師
が
来
島
す
る
ま
で

自
宅
で
餌
を
与
え
世
話
を
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
自
宅
で
猫
を
飼
って
い
る
方

の
中
に
は
、
場
所
の
提
供
が
あ
れ
ば
世

話
を
し
た
い
と
願
って
い
る
方
々
も
い
る
。

　

本
町
に一時
預
か
り
の
場
所
の
提
供
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
猫
を
捕
獲

し
て
い
る
団
体
は
、
去
勢
・
不
妊
手
術

も
自
費
で
行
って
い
て
、
動
物
病
院
が
来

島
す
る
ま
で
の
間
は
自
宅
の
ほ
う
で
預

か
って
い
る
。
10
月
中
旬
、
先
々
月
、
御

相
談
を
受
け
て
い
る
。
一
時
保
護
、
保

護
施
設
は
現
在
検
討
し
て
い
る
。
前
向

き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

獣
医
師
の
出
張
診
療
に
よ
る
年
間
の

出
張
件
数
及
び
、
去
勢
、
避
妊
手
術
は

何
匹
位
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

平
成
31
年
の
４
月
か
ら
の
合
計
の
診

療
回
数
は
15
回
に
上
っ
て
い
る
。
今
年

度
は
後
２
回
予
定
を
さ
れ
て
い
る
。
令

和
元
年
度
、
犬
が
１
６
３
匹
、
猫
が
３

８
０
匹
、
そ
の
他
１
匹
。
令
和
２
年
度
、

犬
が
１
２
８
匹
、
猫
３
２
０
匹
。
令
和

３
年
度
が
こ
れ
ま
で
３
回
で
犬
90
匹
、

猫
１
９
９
匹
、
そ
の
他
２
匹
。
合
計
で

犬
が
３
８
１
匹
、
猫
８
９
９
匹
、
そ
の

他
３
匹
。
こ
れ
ら
の
総
合
計
が
１
，２
８

３
匹
と
な
って
い
る
。

　

奄
美
い
ん
ま
や
動
物
病
院
の
出
張
診

療
で
、
多
く
の
方
々
が
ペッ
ト
の
適
正
な

飼
い
方
等
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
、

人
間
と
動
物
が
共
存
す
る
環
境
を
つ
く

る
啓
発
に
も
繋
が
って
い
る
。
診
療
中
は

飼
い
主
同
士
の
情
報
交
換
の
場
に
も
な

り
、
動
物
病
院
が
核
と
な
って
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
町
内
の
猫
の
対
策
を
推

進
し
て
い
く
上
で
、
奄
美
い
ん
ま
や
動

物
病
院
の
協
力
は
不
可
欠
と
考
え
る
。

診
療
体
制
を
よ
り
一
層
支
え
る
よ
う
、

本
町
か
ら
の
働
き
か
け
や
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

獣
医
師
の
船
の
運
賃
等
を
助
成
出
来

な
い
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

本
町
も
出
張
診
療
の
継
続
を
今
後
も

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
船
運
賃

等
の
補
助
に
つ
い
て
は
新
年
度
の
ほ
う
で

対
応
し
た
い
。

　

奄
美
市
で
は
、
飼
い
猫
の
適
正
な
飼

育
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
あ
り
、

猫
の
登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と

伺
って
い
る
。
本
町
で
も
同
様
の
登
録
制

度
は
で
き
な
い
も
の
か
否
か
。
そ
の
こ
と

に
よ
って
飼
い
猫
と
野
良
猫
の
判
別
が
可

能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

飼
い
猫
の
登
録
は
可
能
か
否
か
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

導
入
を
検
討
す
る
場
合
は
猫
の
飼
い

主
等
に
な
ぜ
登
録
が
必
要
な
の
か
、
登

録
の
目
的
は
何
に
な
る
か
な
ど
合
意
形

成
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
現

在
、
登
録
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。
所

有
者
明
示
、
首
輪
の
ほ
う
に
猫
と
所
有

者
の
名
前
を
書
く
事
は
広
報
き
か
い
で

も
度
々
広
報
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
場
所
確
保
に
向

け
て

　

災
害
時
、
海
岸
近
く
の
老
人
福
祉
施

設
の
入
居
者
の
避
難
訓
練
及
び
避
難
場

所
に
つ
い
て
伺
う
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
、
台
風
が
巨
大
化
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る

巨
大
津
波
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

年
に
１
回
程
度
の
避
難
訓
練
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　

町
長

　

避
難
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
施

設
が
立
て
た
災
害
時
の
避
難
計
画
や
方

針
が
基
に
な
る
と
考
え
る
。
町
の
地
域

防
災
計
画
で
も
、
福
祉
避
難
所
の
設
置

や
要
配
慮
者
、
そ
れ
か
ら
福
祉
施
設
等

の
避
難
体
制
の
強
化
を
う
た
っ
て
い
る
。

施
設
の
個
別
避
難
計
画
を
基
に
、
自
主

防
災
組
織
や
地
域
住
民
も
含
め
、
お
互

い
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

い
ざ
と
い
う
場
合
に
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
が

で
き
る
よ
う
連
携
し
て
、
施
設
の
実
態

に
即
し
た
実
践
的
な
訓
練
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

巨
大
津
波
を
想
定
し
た
避
難
場
所
の

確
保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

台
所
と
ト
イ
レ
の
設
置
が
さ
れ
た
避

難
場
所
の
確
保
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

大
き
な
地
震
が
来
た
と
き
は
、
高
台

に
避
難
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
て

い
る
。
施
設
ご
と
に
ど
の
避
難
場
所
が

適
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
一
時
的
な
避
難

場
所
か
ら
さ
ら
に
高
い
場
所
へ
の
避
難
も

求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
る
。
要
配
慮

者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
等
、
課
題
が
考

え
ら
れ
る
。
訓
練
を
通
し
て
避
難
の
方

法
、施
設
の
個
別
避
難
計
画
も
検
証
し
、

日
頃
か
ら
地
域
と
の
関
わ
り
を
密
に
す

る
な
ど
官
民
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立

し
て
行
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

質問する
幸 一美 議員

自
然
災
害
の
対
応
は
住
民
、
行

政
、
警
察
、
消
防
連
携
し
て
対
処

　

今
年
は
幸
い
台
風
の
襲
来
も
な
く
、

災
害
が
無
か
っ
た
。
今
後
は
ス
ー
パ
ー
台

風
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
津
波
も
５ｍ

以
上
、
東
日
本
大
震
災
に
匹
敵
す
る

規
模
と
も
言
わ
れ
て
お
り
対
応
が
必
要

と
な
る
。   　
　

　
仮
設
住
宅
や
災
害
住
宅
の
建
設

が
必
要
で
は
な
い
か

　

本
町
は
築
40
年
以
上
の
建
物
が
多

い
。
高
齢
者
の
住
宅
倒
壊
後
自
力
で
の

再
建
は
難
し
い
。
被
災
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
体
制
作
り
が
必
要
だ
。

台
風
や
地
震
、
津
波
に
よ
る
家
屋
倒
壊

に
備
え
て
、
短
期
的
な
仮
設
住
宅
、
長

期
的
に
は
災
害
用
住
宅
の
建
設
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
務
課
長

　

住
家
の
消
滅
が
40
世
帯
未
満
の
場

合
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ず
、
喜

界
町
で
対
応
し
、
町
所
有
の
住
宅
の
空

室
を
活
用
す
る
他
、
民
間
の
住
宅
等
を

借
り
上
げ
な
が
ら
、
県
へ
協
力
依
頼
と

な
る
。
災
害
救
助
法
適
用
の
大
規
模
災

害
の
場
合
は
、
仮
設
住
宅
建
設
が
必
要

と
な
り
、
県
が
主
体
的
に
関
わ
る
の
で

連
携
し
て
総
合
グ
ラ
ン
ド
、
学
校
跡
地

等
、
町
有
地
数
か
所
を
確
保
し
て
お
き

た
い
。

車
両
や
災
害
復
旧
車
両
等
の
燃

料
確
保
に
つ
い
て

　

町
内
の
給
油
所
は
殆
ど
海
抜
４ｍ
以

内
が
多
い
た
め
、
被
害
を
受
け
る
恐
れ

が
あ
る
。
災
害
復
旧
の
工
事
車
両
が
給

油
で
き
な
い
と
災
害
復
旧
の
遅
れ
に
な

る
。
給
油
事
業
所
と
の
契
約
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
公
用
車
両
、
職
員
車
両
は
常

に
満
タ
ン
に
す
る
よ
う
要
請
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　

総
務
課
長

　

給
油
会
社
と
も
消
防
、
警
察
、
役

場
等
の
車
両
や
発
電
機
の
燃
料
確
保
を

優
先
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
事

業
所
が
海
抜
低
地
域
に
多
い
の
で
、
被

害
を
受
け
た
際
は
島
外
か
ら
補
給
が
可

能
か
手
抜
か
り
無
い
よ
う
し
て
い
き
た

い
。
台
風
の
際
は
事
前
に
公
用
車
両
は

満
タ
ン
に
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、

個
人
所
有
車
に
は
特
に
指
示
は
し
て
い

な
い
。

消
化
活
動
、
け
が
人
救
出
に
つ
い
て

　

本
町
は
外
海
離
島
に
あ
り
、
災
害
時

の
外
部
か
ら
の
早
急
な
支
援
要
請
は
困

難
を
来
す
。
大
規
模
災
害
発
生
時
、

現
状
の
体
制
で
消
火
活
動
、
人
命
救
助

が
ど
の
程
度
可
能
か
。

　
　
　

喜
界
分
署
長

　

大
規
模
災
害
時
に
島
外
か
ら
の
応
援

要
請
は
難
し
い
の
で
、
役
場
、
警
察
、

消
防
署
、
消
防
団
、
集
落
区
長
を
中

心
に
連
携
し
、
地
域
住
民
と一体
と
な
っ

て
対
処
し
て
い
く
。
現
在
消
防
職
員
15

名
、
消
防
団
員
１
１
０
名
も
定
期
的
な

防
災
訓
練
や
救
急
訓
練
等
を
実
施
し
不

測
の
事
態
に
対
処
で
き
る
よ
う
励
ん
で

い
る
が
、
近
隣
住
民
の
協
力
も
必
要
。

ま
た
、
建
設
会
社
と
応
援
協
定
を
結
び

重
機
等
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要

質
要

質
要
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自
然
災
害
の
対
応
は
住
民
、
行

政
、
警
察
、
消
防
連
携
し
て
対
処

　

今
年
は
幸
い
台
風
の
襲
来
も
な
く
、

災
害
が
無
か
っ
た
。
今
後
は
ス
ー
パ
ー
台

風
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
津
波
も
５ｍ

以
上
、
東
日
本
大
震
災
に
匹
敵
す
る

規
模
と
も
言
わ
れ
て
お
り
対
応
が
必
要

と
な
る
。   　
　

　
仮
設
住
宅
や
災
害
住
宅
の
建
設

が
必
要
で
は
な
い
か

　

本
町
は
築
40
年
以
上
の
建
物
が
多

い
。
高
齢
者
の
住
宅
倒
壊
後
自
力
で
の

再
建
は
難
し
い
。
被
災
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
体
制
作
り
が
必
要
だ
。

台
風
や
地
震
、
津
波
に
よ
る
家
屋
倒
壊

に
備
え
て
、
短
期
的
な
仮
設
住
宅
、
長

期
的
に
は
災
害
用
住
宅
の
建
設
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
務
課
長

　

住
家
の
消
滅
が
40
世
帯
未
満
の
場

合
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ず
、
喜

界
町
で
対
応
し
、
町
所
有
の
住
宅
の
空

室
を
活
用
す
る
他
、
民
間
の
住
宅
等
を

借
り
上
げ
な
が
ら
、
県
へ
協
力
依
頼
と

な
る
。
災
害
救
助
法
適
用
の
大
規
模
災

害
の
場
合
は
、
仮
設
住
宅
建
設
が
必
要

と
な
り
、
県
が
主
体
的
に
関
わ
る
の
で

連
携
し
て
総
合
グ
ラ
ン
ド
、
学
校
跡
地

等
、
町
有
地
数
か
所
を
確
保
し
て
お
き

た
い
。

車
両
や
災
害
復
旧
車
両
等
の
燃

料
確
保
に
つ
い
て

　

町
内
の
給
油
所
は
殆
ど
海
抜
４ｍ
以

内
が
多
い
た
め
、
被
害
を
受
け
る
恐
れ

が
あ
る
。
災
害
復
旧
の
工
事
車
両
が
給

油
で
き
な
い
と
災
害
復
旧
の
遅
れ
に
な

る
。
給
油
事
業
所
と
の
契
約
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
公
用
車
両
、
職
員
車
両
は
常

に
満
タ
ン
に
す
る
よ
う
要
請
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　

総
務
課
長

　

給
油
会
社
と
も
消
防
、
警
察
、
役

場
等
の
車
両
や
発
電
機
の
燃
料
確
保
を

優
先
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
事

業
所
が
海
抜
低
地
域
に
多
い
の
で
、
被

害
を
受
け
た
際
は
島
外
か
ら
補
給
が
可

能
か
手
抜
か
り
無
い
よ
う
し
て
い
き
た

い
。
台
風
の
際
は
事
前
に
公
用
車
両
は

満
タ
ン
に
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、

個
人
所
有
車
に
は
特
に
指
示
は
し
て
い

な
い
。

消
化
活
動
、
け
が
人
救
出
に
つ
い
て

　

本
町
は
外
海
離
島
に
あ
り
、
災
害
時

の
外
部
か
ら
の
早
急
な
支
援
要
請
は
困

難
を
来
す
。
大
規
模
災
害
発
生
時
、

現
状
の
体
制
で
消
火
活
動
、
人
命
救
助

が
ど
の
程
度
可
能
か
。

　
　
　

喜
界
分
署
長

　

大
規
模
災
害
時
に
島
外
か
ら
の
応
援

要
請
は
難
し
い
の
で
、
役
場
、
警
察
、

消
防
署
、
消
防
団
、
集
落
区
長
を
中

心
に
連
携
し
、
地
域
住
民
と一体
と
な
っ

て
対
処
し
て
い
く
。
現
在
消
防
職
員
15

名
、
消
防
団
員
１
１
０
名
も
定
期
的
な

防
災
訓
練
や
救
急
訓
練
等
を
実
施
し
不

測
の
事
態
に
対
処
で
き
る
よ
う
励
ん
で

い
る
が
、
近
隣
住
民
の
協
力
も
必
要
。

ま
た
、
建
設
会
社
と
応
援
協
定
を
結
び

重
機
等
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
。質問する

生島 常範 議員

高
齢
者
の
健
康
増
進
・
社
会
参

加
活
動
促
進
事
業
は
見
直
し
検

討
中

　

鹿
児
島
県
が
推
奨
し
平
成
25
年
か
ら

開
始
し
た
個
人
向
け
、団
体
向
け
の「
高

齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

は
群
島
内
で
本
町
だ
け
中
止
状
態
で
あ

る
。
健
康
増
進
、
介
護
予
防
、
社
会
参

加
活
動
な
ど
効
果
が
期
待
さ
れ
、
復
活

を
望
む
声
が
多
い
。 

　

内
容
を
検
証
し
、
復
活
す
る
計
画
は

な
い
か
。
ま
た
、
前
回
、
砂
浜
の
ゴ
ミ

拾
い
を
毎
朝
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
が
不
承
認
に
な
っ
た
が
、
現
在
も

活
動
は
継
続
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自

発
的
で
周
囲
へ
波
及
す
る
活
動
も
加
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

事
業
中
止
の
理
由
は
、
元
々
社
会
活

動
に
参
加
し
て
い
る
方
が
殆
ど
で
あ
っ

た
。
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
ら
す
ぐ
帰
る

不
適
切
利
用
が
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
が

無
く
て
も
活
動
す
る
と
い
う
声
が
あ
っ

た
た
め
、
工
夫
、
検
証
す
る
た
め
休
止

し
た
。
再
開
に
向
け
て
は
、
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
全
て
の
年
齢
層
を
対
象
に

し
た
高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
等
を
検

討
中
。
不
承
認
の
理
由
は
参
加
者
減
少

に
よ
る
も
の
だ
が
、
行
政
や
ポ
イ
ン
ト
に

頼
ら
な
い
自
発
的
な
地
域
活
動
こ
そ
必

要
な
の
で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 「
美
し
い
町
」
づ
く
り
は
「
道
路

脇
の
草
む
ら
を
作
ら
な
い
」
か

ら
！！

　

本
町
は
平
成
21
年
に
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
」
に
加
盟
し
、
今
後
は

「
大
地
の
公
園
」（
ジ
オ
パ
ー
ク
）
参
加

も
目
指
し
て
い
る
が
、
空
き
缶
等
の
ポ

イ
捨
て
、
不
法
投
棄
が
改
善
さ
れ
な
い
。

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
・
ふ

る
さ
と
美
化
活
動
」
と
設
定
し
、
町
挙

げ
て
美
化
活
動
に
取
り
組
む
活
動
を
し

て
い
る
。
路
肩
の
白
線
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
常
に
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
す
べ

き
。
道
路
脇
の
草
む
ら
を
無
く
す
啓
蒙

活
動
、
看
板
等
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
美
化
活
動
の
実
施
状
況
と

以
前
の
よ
う
に
広
報
誌
で
の
呼
び
か
け

の
他
、
直
前
の
行
政
無
線
で
の
呼
び
か

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
草
む
ら

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
道

路
脇
を
常
に
綺
麗
に
保
つ
た
め
の
工
夫

が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

区
長
会
と
共
催
の
７
月
第
３
日
曜
日

の
全
島
一
斉
美
化
作
業
は
町
民
税
務
課

が
呼
び
掛
け
て
い
る
。
２
基
設
置
済
み

の
「
ゴ
ミ
鳥
居
」
が一番
効
果
が
あ
り
そ

う
だ
。
し
ま
ゆ
み
た
看
板
も
区
長
会
、

集
落
、
水
土
里
サ
ー
ク
ル
等
と
検
討
し

た
い
。

　
　
　

教
育
長

　

第
３
日
曜
日
の
活
動
は
教
育
委
員
会

が
所
管
。
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が

提
唱
し
て
き
た
が
、
各
集
落
、
団
体
に

よ
って
活
動
日
が
異
な
って
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
啓
発
活
動
に
つい
て
は
、
広
報
誌

掲
載
を
検
討
し
た
い
。
行
政
無
線
放
送

に
つ
い
て
は
、
区
長
会
や
関
係
団
体
と

協
議
し
た
い
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

農
地
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
出
来
な
い

所
は
水
土
里
サ
ー
ク
ル
や
地
域
で
お
願
い

し
て
お
り
、
尚
対
処
出
来
な
い
箇
所
は

町
が
行
う
事
が
基
本
的
考
え
で
あ
る
。

「
時
を
告
げ
る
音
楽
」に
島
の
文
化

を
各
方
面
と
連
携
し
て
検
討

　

県
紙
で
行
政
無
線
の
「
時
を
告
げ
る

音
楽
」に「
夕
焼
け
小
焼
け
」で
は
な
く
、

地
元
の
民
謡
を
流
し
て
い
る
と
紹
介
さ

れ
た
。
本
町
は
「
自
ら
と
ふ
る
さ
と
に

自
信
と
誇
り
を
も
つ
教
育
」
を
実
践
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、

地
元
住
民
、
来
島
者
に
も
午
後
３
時
の

「
町
民
歌
」
同
様
、
喜
界
島
の
「
音
楽

文
化
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
故
郷
へ

の
愛
着
、
誇
り
、
個
性
的
な
文
化
の
紹

介
が
可
能
だ
。

　

シ
マ
唄
、
八
月
踊
り
唄
、
新
民
謡
、

島
内
各
学
校
の
校
歌
等
を
「
時
を
告
げ

る
音
楽
」
に
取
り
入
れ
、
定
期
的
に
更

新
し
て
放
送
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長

　

防
災
行
政
無
線
の
音
楽
は
ス
ピ
ー
カ
ー

の
チ
ェッ
ク
の
た
め
流
し
て
い
る
が
、
島
の

文
化
へ
の
取
り
組
み
の
観
点
か
ら
、
教

育
委
員
会
と
連
携
を
図
って
い
き
た
い
。

　
　
　

教
育
長

　

現
在
、
学
校
で
は
島
の
伝
統
文
化
の

鑑
賞
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
学

校
だ
け
で
は
限
界
も
あ
る
。
そ
の
課
題

解
決
の一
環
と
し
て
「
時
を
告
げ
る
音

楽
」
で
し
ま
ゆ
み
た
や
シ
マ
唄
に
触
れ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
観
点
か
ら
系
統
的

に
総
務
課
と
検
討
し
て
行
き
た
い
。

伝
統
文
化
継
承
に
向
け
た
実
態

調
査
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
協

議
し
な
が
ら
検
討

　

沖
縄
県
と
沖
永
良
部
島
が
「
し
ま
言

葉
意
識
調
査
」
を
実
施
し
、そ
れ
ぞ
れ
、

82
％
、
89
％
が
「
使
っ
て
ほ
し
い
」、「
次

世
代
に
継
承
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い

る
。
本
町
の
子
ど
も
達
や
学
校
の
関
心

も
高
い
。

　

本
町
で
は
各
学
校
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
と
ロ
ー
カ
ル
教
育
を
同
時
に
進

め
て
い
る
が
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
で
も
地
域
で
も
触
れ
る
よ
う
に
な

る
の
が
理
想
で
あ
る
。
隈
崎
町
長
の
選

挙
公
約
に
も
「
島
特
有
の
文
化
継
承
に

努
め
ま
す
」
と
あ
る
。
沖
縄
県
や
沖
永
良

部
島
が
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
住
民
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
継
承
の
機

運
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

教
育
長

　

本
町
の
教
育
行
政
の
施
策
に
も
、
豊

か
な
文
化
、
伝
統
の
継
承
を
提
唱
し
て

い
る
。
し
ま
ゆ
み
た
、
島
唄
、
八
月
踊

り
等
伝
統
文
化
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
の

で
、
社
会
教
育
委
員
会
の
会
等
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

町
長

　

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
そ
う
し
た
島

の
文
化
継
承
に
力
を
入
れ
て
行
動
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
要

質
要
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高
齢
者
の
健
康
増
進
・
社
会
参

加
活
動
促
進
事
業
は
見
直
し
検

討
中

　

鹿
児
島
県
が
推
奨
し
平
成
25
年
か
ら

開
始
し
た
個
人
向
け
、団
体
向
け
の「
高

齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

は
群
島
内
で
本
町
だ
け
中
止
状
態
で
あ

る
。
健
康
増
進
、
介
護
予
防
、
社
会
参

加
活
動
な
ど
効
果
が
期
待
さ
れ
、
復
活

を
望
む
声
が
多
い
。 

　

内
容
を
検
証
し
、
復
活
す
る
計
画
は

な
い
か
。
ま
た
、
前
回
、
砂
浜
の
ゴ
ミ

拾
い
を
毎
朝
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
が
不
承
認
に
な
っ
た
が
、
現
在
も

活
動
は
継
続
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自

発
的
で
周
囲
へ
波
及
す
る
活
動
も
加
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

事
業
中
止
の
理
由
は
、
元
々
社
会
活

動
に
参
加
し
て
い
る
方
が
殆
ど
で
あ
っ

た
。
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
ら
す
ぐ
帰
る

不
適
切
利
用
が
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
が

無
く
て
も
活
動
す
る
と
い
う
声
が
あ
っ

た
た
め
、
工
夫
、
検
証
す
る
た
め
休
止

し
た
。
再
開
に
向
け
て
は
、
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
、
全
て
の
年
齢
層
を
対
象
に

し
た
高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
等
を
検

討
中
。
不
承
認
の
理
由
は
参
加
者
減
少

に
よ
る
も
の
だ
が
、
行
政
や
ポ
イ
ン
ト
に

頼
ら
な
い
自
発
的
な
地
域
活
動
こ
そ
必

要
な
の
で
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 「
美
し
い
町
」
づ
く
り
は
「
道
路

脇
の
草
む
ら
を
作
ら
な
い
」
か

ら
！！

　

本
町
は
平
成
21
年
に
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
」
に
加
盟
し
、
今
後
は

「
大
地
の
公
園
」（
ジ
オ
パ
ー
ク
）
参
加

も
目
指
し
て
い
る
が
、
空
き
缶
等
の
ポ

イ
捨
て
、
不
法
投
棄
が
改
善
さ
れ
な
い
。

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
・
ふ

る
さ
と
美
化
活
動
」
と
設
定
し
、
町
挙

げ
て
美
化
活
動
に
取
り
組
む
活
動
を
し

て
い
る
。
路
肩
の
白
線
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
常
に
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
す
べ

き
。
道
路
脇
の
草
む
ら
を
無
く
す
啓
蒙

活
動
、
看
板
等
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
美
化
活
動
の
実
施
状
況
と

以
前
の
よ
う
に
広
報
誌
で
の
呼
び
か
け

の
他
、
直
前
の
行
政
無
線
で
の
呼
び
か

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
草
む
ら

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
道

路
脇
を
常
に
綺
麗
に
保
つ
た
め
の
工
夫

が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

区
長
会
と
共
催
の
７
月
第
３
日
曜
日

の
全
島
一
斉
美
化
作
業
は
町
民
税
務
課

が
呼
び
掛
け
て
い
る
。
２
基
設
置
済
み

の
「
ゴ
ミ
鳥
居
」
が一番
効
果
が
あ
り
そ

う
だ
。
し
ま
ゆ
み
た
看
板
も
区
長
会
、

集
落
、
水
土
里
サ
ー
ク
ル
等
と
検
討
し

た
い
。

　
　
　

教
育
長

　

第
３
日
曜
日
の
活
動
は
教
育
委
員
会

が
所
管
。
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が

提
唱
し
て
き
た
が
、
各
集
落
、
団
体
に

よ
って
活
動
日
が
異
な
って
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
啓
発
活
動
に
つい
て
は
、
広
報
誌

掲
載
を
検
討
し
た
い
。
行
政
無
線
放
送

に
つ
い
て
は
、
区
長
会
や
関
係
団
体
と

協
議
し
た
い
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

農
地
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
出
来
な
い

所
は
水
土
里
サ
ー
ク
ル
や
地
域
で
お
願
い

し
て
お
り
、
尚
対
処
出
来
な
い
箇
所
は

町
が
行
う
事
が
基
本
的
考
え
で
あ
る
。

「
時
を
告
げ
る
音
楽
」に
島
の
文
化

を
各
方
面
と
連
携
し
て
検
討

　

県
紙
で
行
政
無
線
の
「
時
を
告
げ
る

音
楽
」に「
夕
焼
け
小
焼
け
」で
は
な
く
、

地
元
の
民
謡
を
流
し
て
い
る
と
紹
介
さ

れ
た
。
本
町
は
「
自
ら
と
ふ
る
さ
と
に

自
信
と
誇
り
を
も
つ
教
育
」
を
実
践
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
く
、

地
元
住
民
、
来
島
者
に
も
午
後
３
時
の

「
町
民
歌
」
同
様
、
喜
界
島
の
「
音
楽

文
化
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
故
郷
へ

の
愛
着
、
誇
り
、
個
性
的
な
文
化
の
紹

介
が
可
能
だ
。

　

シ
マ
唄
、
八
月
踊
り
唄
、
新
民
謡
、

島
内
各
学
校
の
校
歌
等
を
「
時
を
告
げ

る
音
楽
」
に
取
り
入
れ
、
定
期
的
に
更

新
し
て
放
送
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長

　

防
災
行
政
無
線
の
音
楽
は
ス
ピ
ー
カ
ー

の
チ
ェッ
ク
の
た
め
流
し
て
い
る
が
、
島
の

文
化
へ
の
取
り
組
み
の
観
点
か
ら
、
教

育
委
員
会
と
連
携
を
図
って
い
き
た
い
。

　
　
　

教
育
長

　

現
在
、
学
校
で
は
島
の
伝
統
文
化
の

鑑
賞
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
学

校
だ
け
で
は
限
界
も
あ
る
。
そ
の
課
題

解
決
の一
環
と
し
て
「
時
を
告
げ
る
音

楽
」
で
し
ま
ゆ
み
た
や
シ
マ
唄
に
触
れ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
観
点
か
ら
系
統
的

に
総
務
課
と
検
討
し
て
行
き
た
い
。

伝
統
文
化
継
承
に
向
け
た
実
態

調
査
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
協

議
し
な
が
ら
検
討

　

沖
縄
県
と
沖
永
良
部
島
が
「
し
ま
言

葉
意
識
調
査
」
を
実
施
し
、そ
れ
ぞ
れ
、

82
％
、
89
％
が
「
使
っ
て
ほ
し
い
」、「
次

世
代
に
継
承
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い

る
。
本
町
の
子
ど
も
達
や
学
校
の
関
心

も
高
い
。

　

本
町
で
は
各
学
校
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
と
ロ
ー
カ
ル
教
育
を
同
時
に
進

め
て
い
る
が
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
で
も
地
域
で
も
触
れ
る
よ
う
に
な

る
の
が
理
想
で
あ
る
。
隈
崎
町
長
の
選

挙
公
約
に
も
「
島
特
有
の
文
化
継
承
に

努
め
ま
す
」
と
あ
る
。
沖
縄
県
や
沖
永
良

部
島
が
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
住
民
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
継
承
の
機

運
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

教
育
長

　

本
町
の
教
育
行
政
の
施
策
に
も
、
豊

か
な
文
化
、
伝
統
の
継
承
を
提
唱
し
て

い
る
。
し
ま
ゆ
み
た
、
島
唄
、
八
月
踊

り
等
伝
統
文
化
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
の

で
、
社
会
教
育
委
員
会
の
会
等
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

町
長

　

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
そ
う
し
た
島

の
文
化
継
承
に
力
を
入
れ
て
行
動
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問する
良岡 理一郎 議員

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
65
歳
以
上

は
４
月
か
ら

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
（
対

象
、
時
期
等
）
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は
、
医
療
従
事

者
１
２
５
名
は
令
和
３
年
12
月
中
旬
か

ら
接
種
開
始
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

２
，６
０
０
名
の
内
、
施
設
入
所
者
は
令

和
４
年
２
月
、
入
所
者
以
外
は
令
和
４

年
４
月
、
65
歳
未
満
の
２
，４
５
０
名
は

８
ケ
月
経
過
後
順
次
接
種
予
定
で
あ

る
。

②
小
中
学
校
の
教
職
員
へ
の
接
種
は
国

の
動
向
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
す

る
。

③
こ
の
間
の
未
接
種
者
が
新
た
に
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
も
対
応
は
可
能

で
あ
る
。

町
内
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
費
検
査
は
継

続
し
て
協
議
中

　

町
内
で
行
政
検
査
の
ほ
か
に
有
料
で

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
方
も
少
な

く
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
、
年
末
年
始
の
帰

省
や
冬
休
み
、
春
休
み
の
帰
省
者
の
増

加
も
予
測
さ
れ
る
。
安
心
し
て
家
族
や

友
人
ら
と
過
ご
す
た
め
に
も
検
査
は
必

要
で
あ
る
。

　

本
町
の
医
療
機
関
や
入
島
前
の
奄
美

な
ど
乗
り
継
ぎ
空
港
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
費

検
査
は
可
能
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
現
在
は
保
健
所
の
指
示
で
行
政
検
査

を
実
施
、
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
方
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
医
療
機
関
に
お
け
る
人
的

体
制
が
難
し
い
。
引
き
続
き
協
議
し
て

い
き
た
い
。

②
現
在
、
鹿
児
島
空
港
や
鹿
児
島
市

内
で
民
間
と
県
が
連
携
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
る
。
奄
美
空

港
で
も
で
き
な
い
か
要
望
し
て
い
き
た

い
。陽

性
者
の
隔
離
は
自
宅
を
避
け

医
療
機
関
・
宿
泊
療
養
施
設
で

　

陽
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
隔
離
の

順
序
は
医
療
機
関
、
宿
泊
療
養
施
設
で

あ
る
。
課
題
の
宿
泊
療
養
施
設
は
10
月

下
旬
に
集
落
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
頂
く

中
で
施
設
が
確
保
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

自
宅
で
の
隔
離
は
避
け
る
と
す
る
の
が

県
、
町
の
方
針
で
あ
る
が
如
何
か
。

　

ま
た
、
島
外
搬
送
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
自
宅
で
の
隔
離
療
養
は
家
族
感
染
や

重
症
化
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
で
き
る
だ

け
避
け
た
い
。

②
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
、
県
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
保
健
所
の
指
示
で
利
用
し

て
い
く
。

　

そ
の
他
の
船
舶
搬
送
も
可
能
性
が
あ

る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

軽
石
回
収
は
順
次
進
め
る

漁
協
支
援
は
先
ず
現
在
の
制
度
を

　

軽
石
回
収
作
業
の
現
状
と
対
策
を
伺

う
。

　

ま
た
、
軽
石
は
海
面
に
浮
い
て
い
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
50㎝
か
ら
１ｍ

下
に
浮
遊
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
エ
ン

ジ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
等
に
よ
り
漁
場

か
ら
自
力
で
動
け
ず
え
い
航
さ
れ
た
漁

船
も
多
い
。（
11
月
中
旬
で
６
隻
）

　

被
害
額
は
漁
具
で
約
80
万
円
、
水
揚

げ
損
失
約
20
万
円
、
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト

し
た
エ
ン
ジ
ン
修
理
約
10
万
〜
20
万
円
、

海
水
コ
シ
キ
の
設
置
約
30
万
円
と
高
額

の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
保

険
適
用
さ
れ
る
の
は
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
完

全
に
壊
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
と
聞
く
。

漁
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
に
は
若
い
世
代

の
方
も
少
な
く
な
く
、
島
の
将
来
の
為

に
も
生
業
が
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
を

強
く
求
め
た
い
。

　
　
　

町
長･

総
務
課
長･

企
画
観
光
課
長

①
島
の
景
観
や
、
珊
瑚
な
ど
生
物
へ
の

影
響
が
出
て
い
る
。
漁
業
者
や
観
光
業

への
影
響
も
大
き
い
。

②
回
収
作
業
は
大
量
に
漂
着
し
て
い
る

空
港
ゴ
ル
フ
場
下
、
阿
伝
海
岸
な
ど
を

手
始
め
に
環
境
省
の
漂
着
物
回
収
事
業

を
活
用
し
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
群
島
内
の
市
町
村
長
会
、
議
長
会
が

連
名
で
県
や
国
の
主
体
的
取
り
組
み
、

財
政
支
援
、
軽
石
の
成
分
分
析
等
を
要

望
し
て
い
る
。

④
漁
協
へ
の
支
援
は
船
舶
事
故
修
繕
資

金
の
貸
し
付
け
、
漁
協
の
運
営
補
助
金
、

町
の
水
産
業
活
性
化
事
業
の
補
助
金
な

ど
の
制
度
が
あ
る
。
先
ず
は
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑤
保
険
適
用
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
か
を
検
討
す

る
。

野
生
シ
カ
５
年
間
で
２
１
４
頭
捕
獲

２
回
目
の
生
息
頭
数
調
査

　

野
生
化
し
た
シ
カ
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

牧
草
、
柑
橘
類
、
バ
ナ
ナ
、
最
近
で
は

山
芋
の
被
害
も
出
て
い
る
。
全
体
の
捕

獲
状
況
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

①
平
成
29
年
度
か
ら
直
近
ま
で
の
年
度

別
捕
獲
状
況
は
平
成
29
年
度
20
頭
、

平
成
30
年
度
39
頭
、
令
和
元
年
度
42

頭
、
令
和
２
年
度
67
頭
、
令
和
３
年
度

（
11
月
末
）
46
頭
で
あ
る
。
外
来
種
で

も
あ
り
根
絶
を
目
指
し
た
い
。

②
本
年
度
は
２
回
目
の
生
息
頭
数
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

　

調
査
時
期
は
11
月
〜
１
月
で
、
調
査

方
法
は
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ(

監
視
カ
メ
ラ)

を
20
ヶ
所
設
置
し
、
フ
ン
粒
調
査
８
ヶ

所
で
行
う
。
２
月
末
ま
で
に
結
果
を
ま

と
め
る
計
画
で
あ
る
。

消
防
分
署
は
高
台
移
転
へ

町
営
宮
戸
団
地
は
避
難
訓
練
も

必
要

　

本
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
近
い

将
来
最
大
で
５ｍ
か
ら
10ｍ
の
津
波
を
想

定
し
て
い
る
。
懸
案
の
消
防
分
署
の
高

台
移
転
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。
ま

た
、
改
築
が
進
む
湾
宮
戸
団
地
の
津
波

対
策
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　
町
長･

総
務
課
長･

ま
ち
づ
く
り
課
長

①
消
防
分
署
は
築
30
年
を
超
え
て
お

り
、
大
島
地
区
消
防
組
合
管
内
で
改

築
が
遅
れ
て
い
る
施
設
の
一つ
で
あ
る
。

土
地
の
確
保
、
通
信
設
備
等
も
検
討
し

つつ
高
台
への
移
転
を
進
め
る
。

②
宮
戸
団
地
は
津
波
浸
水
想
定
地
域
で

は
な
い
。
団
地
入
口
付
近
で
海
抜
３ｍ
か

ら
４ｍ
。
想
定
津
波
は
２
．４ｍ
で
あ
る
。

避
難
訓
練
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い

く
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
要

質
要
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３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
65
歳
以
上

は
４
月
か
ら

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
（
対

象
、
時
期
等
）
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は
、
医
療
従
事

者
１
２
５
名
は
令
和
３
年
12
月
中
旬
か

ら
接
種
開
始
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

２
，６
０
０
名
の
内
、
施
設
入
所
者
は
令

和
４
年
２
月
、
入
所
者
以
外
は
令
和
４

年
４
月
、
65
歳
未
満
の
２
，４
５
０
名
は

８
ケ
月
経
過
後
順
次
接
種
予
定
で
あ

る
。

②
小
中
学
校
の
教
職
員
へ
の
接
種
は
国

の
動
向
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
す

る
。

③
こ
の
間
の
未
接
種
者
が
新
た
に
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
も
対
応
は
可
能

で
あ
る
。

町
内
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
費
検
査
は
継

続
し
て
協
議
中

　

町
内
で
行
政
検
査
の
ほ
か
に
有
料
で

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
方
も
少
な

く
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
、
年
末
年
始
の
帰

省
や
冬
休
み
、
春
休
み
の
帰
省
者
の
増

加
も
予
測
さ
れ
る
。
安
心
し
て
家
族
や

友
人
ら
と
過
ご
す
た
め
に
も
検
査
は
必

要
で
あ
る
。

　

本
町
の
医
療
機
関
や
入
島
前
の
奄
美

な
ど
乗
り
継
ぎ
空
港
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
費

検
査
は
可
能
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
現
在
は
保
健
所
の
指
示
で
行
政
検
査

を
実
施
、
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
方
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
医
療
機
関
に
お
け
る
人
的

体
制
が
難
し
い
。
引
き
続
き
協
議
し
て

い
き
た
い
。

②
現
在
、
鹿
児
島
空
港
や
鹿
児
島
市

内
で
民
間
と
県
が
連
携
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
る
。
奄
美
空

港
で
も
で
き
な
い
か
要
望
し
て
い
き
た

い
。陽

性
者
の
隔
離
は
自
宅
を
避
け

医
療
機
関
・
宿
泊
療
養
施
設
で

　

陽
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
隔
離
の

順
序
は
医
療
機
関
、
宿
泊
療
養
施
設
で

あ
る
。
課
題
の
宿
泊
療
養
施
設
は
10
月

下
旬
に
集
落
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
頂
く

中
で
施
設
が
確
保
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

自
宅
で
の
隔
離
は
避
け
る
と
す
る
の
が

県
、
町
の
方
針
で
あ
る
が
如
何
か
。

　

ま
た
、
島
外
搬
送
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
自
宅
で
の
隔
離
療
養
は
家
族
感
染
や

重
症
化
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
で
き
る
だ

け
避
け
た
い
。

②
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
、
県
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
保
健
所
の
指
示
で
利
用
し

て
い
く
。

　

そ
の
他
の
船
舶
搬
送
も
可
能
性
が
あ

る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

軽
石
回
収
は
順
次
進
め
る

漁
協
支
援
は
先
ず
現
在
の
制
度
を

　

軽
石
回
収
作
業
の
現
状
と
対
策
を
伺

う
。

　

ま
た
、
軽
石
は
海
面
に
浮
い
て
い
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
50㎝
か
ら
１ｍ

下
に
浮
遊
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
エ
ン

ジ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
等
に
よ
り
漁
場

か
ら
自
力
で
動
け
ず
え
い
航
さ
れ
た
漁

船
も
多
い
。（
11
月
中
旬
で
６
隻
）

　

被
害
額
は
漁
具
で
約
80
万
円
、
水
揚

げ
損
失
約
20
万
円
、
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト

し
た
エ
ン
ジ
ン
修
理
約
10
万
〜
20
万
円
、

海
水
コ
シ
キ
の
設
置
約
30
万
円
と
高
額

の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
保

険
適
用
さ
れ
る
の
は
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
完

全
に
壊
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
と
聞
く
。

漁
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
に
は
若
い
世
代

の
方
も
少
な
く
な
く
、
島
の
将
来
の
為

に
も
生
業
が
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
を

強
く
求
め
た
い
。

　
　
　

町
長･

総
務
課
長･

企
画
観
光
課
長

①
島
の
景
観
や
、
珊
瑚
な
ど
生
物
へ
の

影
響
が
出
て
い
る
。
漁
業
者
や
観
光
業

への
影
響
も
大
き
い
。

②
回
収
作
業
は
大
量
に
漂
着
し
て
い
る

空
港
ゴ
ル
フ
場
下
、
阿
伝
海
岸
な
ど
を

手
始
め
に
環
境
省
の
漂
着
物
回
収
事
業

を
活
用
し
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
群
島
内
の
市
町
村
長
会
、
議
長
会
が

連
名
で
県
や
国
の
主
体
的
取
り
組
み
、

財
政
支
援
、
軽
石
の
成
分
分
析
等
を
要

望
し
て
い
る
。

④
漁
協
へ
の
支
援
は
船
舶
事
故
修
繕
資

金
の
貸
し
付
け
、
漁
協
の
運
営
補
助
金
、

町
の
水
産
業
活
性
化
事
業
の
補
助
金
な

ど
の
制
度
が
あ
る
。
先
ず
は
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑤
保
険
適
用
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
か
を
検
討
す

る
。

野
生
シ
カ
５
年
間
で
２
１
４
頭
捕
獲

２
回
目
の
生
息
頭
数
調
査

　

野
生
化
し
た
シ
カ
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

牧
草
、
柑
橘
類
、
バ
ナ
ナ
、
最
近
で
は

山
芋
の
被
害
も
出
て
い
る
。
全
体
の
捕

獲
状
況
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

①
平
成
29
年
度
か
ら
直
近
ま
で
の
年
度

別
捕
獲
状
況
は
平
成
29
年
度
20
頭
、

平
成
30
年
度
39
頭
、
令
和
元
年
度
42

頭
、
令
和
２
年
度
67
頭
、
令
和
３
年
度

（
11
月
末
）
46
頭
で
あ
る
。
外
来
種
で

も
あ
り
根
絶
を
目
指
し
た
い
。

②
本
年
度
は
２
回
目
の
生
息
頭
数
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

　

調
査
時
期
は
11
月
〜
１
月
で
、
調
査

方
法
は
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ(

監
視
カ
メ
ラ)

を
20
ヶ
所
設
置
し
、
フ
ン
粒
調
査
８
ヶ

所
で
行
う
。
２
月
末
ま
で
に
結
果
を
ま

と
め
る
計
画
で
あ
る
。

消
防
分
署
は
高
台
移
転
へ

町
営
宮
戸
団
地
は
避
難
訓
練
も

必
要

　

本
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
近
い

将
来
最
大
で
５ｍ
か
ら
10ｍ
の
津
波
を
想

定
し
て
い
る
。
懸
案
の
消
防
分
署
の
高

台
移
転
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。
ま

た
、
改
築
が
進
む
湾
宮
戸
団
地
の
津
波

対
策
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　
町
長･

総
務
課
長･

ま
ち
づ
く
り
課
長

①
消
防
分
署
は
築
30
年
を
超
え
て
お

り
、
大
島
地
区
消
防
組
合
管
内
で
改

築
が
遅
れ
て
い
る
施
設
の
一つ
で
あ
る
。

土
地
の
確
保
、
通
信
設
備
等
も
検
討
し

つつ
高
台
への
移
転
を
進
め
る
。

②
宮
戸
団
地
は
津
波
浸
水
想
定
地
域
で

は
な
い
。
団
地
入
口
付
近
で
海
抜
３ｍ
か

ら
４ｍ
。
想
定
津
波
は
２
．４ｍ
で
あ
る
。

避
難
訓
練
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い

く
。

小野津の漁船と軽石

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
65
歳
以
上

は
４
月
か
ら

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
（
対

象
、
時
期
等
）
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は
、
医
療
従
事

者
１
２
５
名
は
令
和
３
年
12
月
中
旬
か

ら
接
種
開
始
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

２
，６
０
０
名
の
内
、
施
設
入
所
者
は
令

和
４
年
２
月
、
入
所
者
以
外
は
令
和
４

年
４
月
、
65
歳
未
満
の
２
，４
５
０
名
は

８
ケ
月
経
過
後
順
次
接
種
予
定
で
あ

る
。

②
小
中
学
校
の
教
職
員
へ
の
接
種
は
国

の
動
向
を
見
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
す

る
。

③
こ
の
間
の
未
接
種
者
が
新
た
に
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
も
対
応
は
可
能

で
あ
る
。

町
内
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
費
検
査
は
継

続
し
て
協
議
中

　

町
内
で
行
政
検
査
の
ほ
か
に
有
料
で

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
方
も
少
な

く
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
、
年
末
年
始
の
帰

省
や
冬
休
み
、
春
休
み
の
帰
省
者
の
増

加
も
予
測
さ
れ
る
。
安
心
し
て
家
族
や

友
人
ら
と
過
ご
す
た
め
に
も
検
査
は
必

要
で
あ
る
。

　

本
町
の
医
療
機
関
や
入
島
前
の
奄
美

な
ど
乗
り
継
ぎ
空
港
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
費

検
査
は
可
能
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
現
在
は
保
健
所
の
指
示
で
行
政
検
査

を
実
施
、
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
方
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
医
療
機
関
に
お
け
る
人
的

体
制
が
難
し
い
。
引
き
続
き
協
議
し
て

い
き
た
い
。

②
現
在
、
鹿
児
島
空
港
や
鹿
児
島
市

内
で
民
間
と
県
が
連
携
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
る
。
奄
美
空

港
で
も
で
き
な
い
か
要
望
し
て
い
き
た

い
。陽

性
者
の
隔
離
は
自
宅
を
避
け

医
療
機
関
・
宿
泊
療
養
施
設
で

　

陽
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
隔
離
の

順
序
は
医
療
機
関
、
宿
泊
療
養
施
設
で

あ
る
。
課
題
の
宿
泊
療
養
施
設
は
10
月

下
旬
に
集
落
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
頂
く

中
で
施
設
が
確
保
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

自
宅
で
の
隔
離
は
避
け
る
と
す
る
の
が

県
、
町
の
方
針
で
あ
る
が
如
何
か
。

　

ま
た
、
島
外
搬
送
の
現
状
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
自
宅
で
の
隔
離
療
養
は
家
族
感
染
や

重
症
化
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
で
き
る
だ

け
避
け
た
い
。

②
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
、
県
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
保
健
所
の
指
示
で
利
用
し

て
い
く
。

　

そ
の
他
の
船
舶
搬
送
も
可
能
性
が
あ

る
か
検
討
し
て
み
た
い
。

軽
石
回
収
は
順
次
進
め
る

漁
協
支
援
は
先
ず
現
在
の
制
度
を

　

軽
石
回
収
作
業
の
現
状
と
対
策
を
伺

う
。

　

ま
た
、
軽
石
は
海
面
に
浮
い
て
い
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
50㎝
か
ら
１ｍ

下
に
浮
遊
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
エ
ン

ジ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
等
に
よ
り
漁
場

か
ら
自
力
で
動
け
ず
え
い
航
さ
れ
た
漁

船
も
多
い
。（
11
月
中
旬
で
６
隻
）

　

被
害
額
は
漁
具
で
約
80
万
円
、
水
揚

げ
損
失
約
20
万
円
、
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト

し
た
エ
ン
ジ
ン
修
理
約
10
万
〜
20
万
円
、

海
水
コ
シ
キ
の
設
置
約
30
万
円
と
高
額

の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
保

険
適
用
さ
れ
る
の
は
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
完

全
に
壊
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
と
聞
く
。

漁
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
に
は
若
い
世
代

の
方
も
少
な
く
な
く
、
島
の
将
来
の
為

に
も
生
業
が
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
を

強
く
求
め
た
い
。

　
　
　

町
長･

総
務
課
長･

企
画
観
光
課
長

①
島
の
景
観
や
、
珊
瑚
な
ど
生
物
へ
の

影
響
が
出
て
い
る
。
漁
業
者
や
観
光
業

への
影
響
も
大
き
い
。

②
回
収
作
業
は
大
量
に
漂
着
し
て
い
る

空
港
ゴ
ル
フ
場
下
、
阿
伝
海
岸
な
ど
を

手
始
め
に
環
境
省
の
漂
着
物
回
収
事
業

を
活
用
し
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
群
島
内
の
市
町
村
長
会
、
議
長
会
が

連
名
で
県
や
国
の
主
体
的
取
り
組
み
、

財
政
支
援
、
軽
石
の
成
分
分
析
等
を
要

望
し
て
い
る
。

④
漁
協
へ
の
支
援
は
船
舶
事
故
修
繕
資

金
の
貸
し
付
け
、
漁
協
の
運
営
補
助
金
、

町
の
水
産
業
活
性
化
事
業
の
補
助
金
な

ど
の
制
度
が
あ
る
。
先
ず
は
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑤
保
険
適
用
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
か
を
検
討
す

る
。

野
生
シ
カ
５
年
間
で
２
１
４
頭
捕
獲

２
回
目
の
生
息
頭
数
調
査

　

野
生
化
し
た
シ
カ
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

牧
草
、
柑
橘
類
、
バ
ナ
ナ
、
最
近
で
は

山
芋
の
被
害
も
出
て
い
る
。
全
体
の
捕

獲
状
況
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

①
平
成
29
年
度
か
ら
直
近
ま
で
の
年
度

別
捕
獲
状
況
は
平
成
29
年
度
20
頭
、

平
成
30
年
度
39
頭
、
令
和
元
年
度
42

頭
、
令
和
２
年
度
67
頭
、
令
和
３
年
度

（
11
月
末
）
46
頭
で
あ
る
。
外
来
種
で

も
あ
り
根
絶
を
目
指
し
た
い
。

②
本
年
度
は
２
回
目
の
生
息
頭
数
調
査

を
予
定
し
て
い
る
。

　

調
査
時
期
は
11
月
〜
１
月
で
、
調
査

方
法
は
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ(

監
視
カ
メ
ラ)

を
20
ヶ
所
設
置
し
、
フ
ン
粒
調
査
８
ヶ

所
で
行
う
。
２
月
末
ま
で
に
結
果
を
ま

と
め
る
計
画
で
あ
る
。

消
防
分
署
は
高
台
移
転
へ

町
営
宮
戸
団
地
は
避
難
訓
練
も

必
要

　

本
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
近
い

将
来
最
大
で
５ｍ
か
ら
10ｍ
の
津
波
を
想

定
し
て
い
る
。
懸
案
の
消
防
分
署
の
高

台
移
転
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。
ま

た
、
改
築
が
進
む
湾
宮
戸
団
地
の
津
波

対
策
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　
町
長･

総
務
課
長･

ま
ち
づ
く
り
課
長

①
消
防
分
署
は
築
30
年
を
超
え
て
お

り
、
大
島
地
区
消
防
組
合
管
内
で
改

築
が
遅
れ
て
い
る
施
設
の
一つ
で
あ
る
。

土
地
の
確
保
、
通
信
設
備
等
も
検
討
し

つつ
高
台
への
移
転
を
進
め
る
。

②
宮
戸
団
地
は
津
波
浸
水
想
定
地
域
で

は
な
い
。
団
地
入
口
付
近
で
海
抜
３ｍ
か

ら
４ｍ
。
想
定
津
波
は
２
．４ｍ
で
あ
る
。

避
難
訓
練
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い

く
。

質問する
米田 信也 議員

軽
石
回
収 

人
員
増
強

　

ビ
ー
チ
、
磯
、
た
ま
り
に
漂
着
し
た

軽
石
の
回
収
、
除
去
の
方
法
に
つい
て
伺

う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
は
、
11
月
８
日
か

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
業
務
を
委

託
し
環
境
省
の
補
助
金
で
回
収
を
行
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
11
月
16
日
は
志
戸
桶
天

神
、
沖
名
泊
を
重
機
で
回
収
。
11
月

20
日
に
は
島
内
の
建
設
会
社
13
社
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
小
野
津
、
志
戸
桶
、

阿
伝
を
回
収
。
11
月
27
日
に
は
役
場
の

職
員
が
池
治
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回
収
。

こ
れ
は
土
嚢
袋
で
１
，６
０
０
袋
を
用
意

し
た
が
、
回
収
し
き
れ
ず
。
12
月
１
日

か
ら
は
、
一 

旦
ゴ
ル
フ
場
の
下
の
回
収
を

中
止
し
て
、
阿
伝
に
て
回
収
。

　

そ
の
他
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
団
体
が

入
江
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
業
な
ど
を

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
人

員
を
増
や
し
、
様
々
な
こ
と
を
想
定
し

な
が
ら
回
収
し
て
い
く
。

　

軽
石
が
大
量
に
漂
着
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
人
員
が
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方

の
仕
事
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
も
、
島

の
障
が
い
者
、
施
設
利
用
者
の
力
を
活

用
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

は
ま
ゆ
り
学
園
、
ほ
っ
と
館
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
障
が
い
の
度
合
い
、
作
業

時
間
、
作
業
場
所
等
を
お
互
い
協
議
を

進
め
な
が
ら
協
力
し
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

　

ビ
ー
チ
内
、
湾
内
に
浮
遊
し
て
い
る

軽
石
の
回
収
に
つい
て
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

湾
内
に
浮
遊
し
て
い
る
軽
石
の
回
収

方
法
を
検
討
し
た
。
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
等

で
一
気
に
回
収
で
き
な
い
か
、
リ
ー
フ
ま

で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
つ
な
げ
て
回
収
す
る

な
ど
し
た
が
ど
れ
も
難
し
い
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
油
の
回
収
機
を
軽
石
に
改

良
し
た
機
械
が
あ
り
、
無
料
で
貸
し
出

し
て
も
ら
い
操
作
員
等
が
来
島
し
て
行

う
予
定
。
回
収
場
所
は
検
討
中
。

　　

回
収
し
た
軽
石
の
再
利
用
方
法
な
ど

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

農
業
用
資
材
と
し
て
、
排
水
性
な
ど

の
側
面
か
ら
土
壌
改
良
材
と
し
て
の
活

用
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

関
係
機
関
に
て
成
分
分
析
を
行
って
い
る

状
況
。

　

高
い
塩
類
濃
度
も
懸
念
さ
れ
、
現
段

階
で
は
作
物
へ
の
影
響
も
確
立
さ
れ
て
い

な
い
状
況
。
今
後
、
調
査
・
分
析
を
踏

ま
え
、
農
業
用
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
か
関
係
機
関
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ 

追
跡
調
査

　

白
水
で
１
つ
、
浦
原
で
２
つ
の
ス
ズ
メ

バ
チ
の
巣
が
確
認
さ
れ
た
が
、
さ
ら
な

る
全
島
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

島
内
に
お
い
て
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
、
企
画
観
光
課
で
把

握
し
て
い
る
の
は
、
五
つ
。
そ
の
う
ち
四

つ
の
巣
は
、
既
に
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ト
ラ
ッ
プ
等
に
よ
る
追
跡

調
査
を
実
施
し
、
状
況
に
応
じ
て
関
係

各
課
及
び
専
門
家
を
交
え
、
駆
除
方

法
等
に
つ
い
て
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
。

　

な
お
、
本
議
会
に
上
程
し
て
い
る
補
正

予
算
に
て
、
関
連
経
費
を
上
げ
て
い
る
。

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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２月  １日（火）　議員研修会（鹿児島市）（議員全員） ※新型コロナウイルス感染症拡大防止の為中止
２月１５日（火）　県議長会定期総会（鹿児島市）（議長）
２月１６日（水）　郡町村議会議長会・広域事務組合議会等（奄美）（議長）

議会のうごき（１月～３月）

次の議会は、３月上旬を予定しています。
 また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。 喜界町議会事務局
電話 65 - 1115

お問合せご案内

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

軽
石
回
収 

人
員
増
強

　

ビ
ー
チ
、
磯
、
た
ま
り
に
漂
着
し
た

軽
石
の
回
収
、
除
去
の
方
法
に
つい
て
伺

う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
は
、
11
月
８
日
か

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
業
務
を
委

託
し
環
境
省
の
補
助
金
で
回
収
を
行
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
11
月
16
日
は
志
戸
桶
天

神
、
沖
名
泊
を
重
機
で
回
収
。
11
月

20
日
に
は
島
内
の
建
設
会
社
13
社
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
小
野
津
、
志
戸
桶
、

阿
伝
を
回
収
。
11
月
27
日
に
は
役
場
の

職
員
が
池
治
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回
収
。

こ
れ
は
土
嚢
袋
で
１
，６
０
０
袋
を
用
意

し
た
が
、
回
収
し
き
れ
ず
。
12
月
１
日

か
ら
は
、
一 

旦
ゴ
ル
フ
場
の
下
の
回
収
を

中
止
し
て
、
阿
伝
に
て
回
収
。

　

そ
の
他
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
団
体
が

入
江
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
業
な
ど
を

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
人

員
を
増
や
し
、
様
々
な
こ
と
を
想
定
し

な
が
ら
回
収
し
て
い
く
。

　

軽
石
が
大
量
に
漂
着
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
人
員
が
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方

の
仕
事
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
も
、
島

の
障
が
い
者
、
施
設
利
用
者
の
力
を
活

用
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

は
ま
ゆ
り
学
園
、
ほ
っ
と
館
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
障
が
い
の
度
合
い
、
作
業

時
間
、
作
業
場
所
等
を
お
互
い
協
議
を

進
め
な
が
ら
協
力
し
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

　

ビ
ー
チ
内
、
湾
内
に
浮
遊
し
て
い
る

軽
石
の
回
収
に
つい
て
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

湾
内
に
浮
遊
し
て
い
る
軽
石
の
回
収

方
法
を
検
討
し
た
。
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
等

で
一
気
に
回
収
で
き
な
い
か
、
リ
ー
フ
ま

で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
つ
な
げ
て
回
収
す
る

な
ど
し
た
が
ど
れ
も
難
し
い
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
油
の
回
収
機
を
軽
石
に
改

良
し
た
機
械
が
あ
り
、
無
料
で
貸
し
出

し
て
も
ら
い
操
作
員
等
が
来
島
し
て
行

う
予
定
。
回
収
場
所
は
検
討
中
。

　　

回
収
し
た
軽
石
の
再
利
用
方
法
な
ど

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

農
業
用
資
材
と
し
て
、
排
水
性
な
ど

の
側
面
か
ら
土
壌
改
良
材
と
し
て
の
活

用
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

関
係
機
関
に
て
成
分
分
析
を
行
って
い
る

状
況
。

　

高
い
塩
類
濃
度
も
懸
念
さ
れ
、
現
段

階
で
は
作
物
へ
の
影
響
も
確
立
さ
れ
て
い

な
い
状
況
。
今
後
、
調
査
・
分
析
を
踏

ま
え
、
農
業
用
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
か
関
係
機
関
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ 
追
跡
調
査

　

白
水
で
１
つ
、
浦
原
で
２
つ
の
ス
ズ
メ

バ
チ
の
巣
が
確
認
さ
れ
た
が
、
さ
ら
な

る
全
島
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

島
内
に
お
い
て
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
、
企
画
観
光
課
で
把

握
し
て
い
る
の
は
、
五
つ
。
そ
の
う
ち
四

つ
の
巣
は
、
既
に
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ト
ラ
ッ
プ
等
に
よ
る
追
跡

調
査
を
実
施
し
、
状
況
に
応
じ
て
関
係

各
課
及
び
専
門
家
を
交
え
、
駆
除
方

法
等
に
つ
い
て
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
。

　

な
お
、
本
議
会
に
上
程
し
て
い
る
補
正

予
算
に
て
、
関
連
経
費
を
上
げ
て
い
る
。

質問する
野間 弘也 議員

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
取
り
組
み
進
め

る
（
紙
の
削
減
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
取
り
組
み

の
検
討
を
で
き
な
い
か
見
解
を
伺
う

　
　
　

町
長

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
町
を
挙
げ
て
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
を
し
て
い

る
。
環
境
面
や
費
用
面
か
ら
ノ
ー
ト
型

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

図
っ
て
い
く
計
画
を
進
め
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
に
つい
て
は
、Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環

境
（
ネ
ッ
ト
環
境
）
の
整
備
と
併
せ
て

予
算
の
確
保
が
で
き
た
段
階
で
可
能
と

考
え
て
い
る
。
議
会
と
連
携
し
て
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
、
事
務
効
率
を
図

り
た
い
。

　　
Ｉ
Ｃ
Ｔ※

活
用
に
お
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
は
不
可
欠
と
の
見
解
が

あ
る
が
本
町
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

町
長

　

国
や
県
の
方
針
に
基
づ
き
取
得
や
利

用
促
進
に
向
け
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
推
進
に
伴
う
申
請
の
窓
口
支
援
等

を
行
って
き
た
。
現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
健
康
保
険
証
の
登
録
が
で
き
る
よ

う
に
な
って
お
り
、
本
町
の
診
療
所
で
は

い
ち
早
く
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
って
い
る
。
引
き
続
き
普

及
に
努
め
て
い
く
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
と
は
、
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
で
、
身
近
な

例
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
や
り
取
り
や
メ
ー

ル
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ―

シ
ョン
。

Ｉ
Ｔ
は
、ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
・ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・Ｏ
Ａ
機
器
等
の
全
体
を
意
味
す
る
も

の
で
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
て
ど
の

よ
う
に
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い

く
か
と
い
う
活
用
方
法
。

スズメバチ巣の標本（早町小保管）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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全体的に紙面・内容の両点でわかりやすくなった感じ
がします。町財政の内容もわかりやすく、条例案件報
告等々、町政が身近に感じられるようになった気がし
ます。【年代：60代】
　
毎回楽しみに拝読しております。町議会を身近に感
じております。今後も喜界町の発展のためによろしく
お願いします。【年代：40代】
　
「議会だより」とてもよい。ますます島が好きになる。
頑張って下さい。期待して見ています。文化ホールを
１日も早く。【年代：30代】
　
自身は老後環境への関心が大きいです。高齢者の生
活環境が整えば、島生活を求める方は増えると考え
ています。“声”を聞きとっていただける“場”を期待し
ます。【年代：70代】
　
議会だよりの質問・答弁を楽しみに拝読しております。
皆様方のご活躍を期待しております。【年代：70代】
　
町民が楽しく運動できる、施設を作ってほしい。（年齢
問わず体力づくりの為）【年代：50代】
　
質問に対しての答弁で検討するという回答があるが、
ちゃんと検討していただき、その結果を明確に示して
ほしい。検討だけでは回答にならない。なーなーにし
ないでほしい。【年代：60代】
　
全議員が真剣に取り組んでいる姿は素晴らしい。欲
をいわせてもらうと女性議員が居ないのが寂しい。
【年代：80代】
　
新人議員の皆さんの質問等に喜界町を思う気持ち
が伝わってきました。今後の議員の活躍に期待した
い。【年代：50代】
　
各委員会の活躍はどうなっているのでしょうか。何を
されているのか見えてきません。町営納骨堂の早期
実現をお願いします。高齢者の体力維持やリハビリを
兼ねた、クリーンセンターの熱を利用した温泉ウオー
キングプール等を実現してほしい。【年代：60代】

私達の代表者でいつも感謝を申し上げます。私は農
家です。私達の喜界島の農業を若い皆さんにキバリ
ヨ。キバランバ。応援を送る１人です。【年代：70代】
　
今回の議会だよりは具体的でとてもわかりやすい。
個人の議会活動の様子や議会活動の様子がよくわ
かる。スギラビーチのグランドゴルフ場やアダンの茂
りすぎ等切ったらどうか。【年代：不明】
　
郷土の芸能伝承に依る島唄や八月踊り等が近年は
どの集落も減少しつつ感じ取られる。今現在高齢者
が居るうちに先人が島の宝として残してこられた唯
一芸能として各集落の区長と共に町民が考案されて、
今の子供達にも方言、島唄、八月踊りを伝えて行くべ
きでないでしょうか？そこで島の町づくりの発展にも
繋がると望んでいます。【年代：80代】
　
議会に女性議員が誕生するように力を発掘してほし
い。【年代：70代】
　
問題意識を持たず、議員さんおまかせでした。議会だ
よりで喜界島の現状を改めて認識するところです。
島の発展のためにも、もっと議会に関心を持って応援
したいと思います。【年代：70代】
　
管理者のわからないボロボロの空家がありますが、台
風の季節が気になります。どうにかなりませんか。後、
野良猫が多すぎて困ってます。駆除はできないでしょ
うか。【年代：80代】
　
気になっている事が分かるのですごくいいです。まだ
まだ大変な時ですが頑張ってください。【年代：40代】
　
集落ごとの墓の建設、早急にお願いしたいですね。切
実なお願いです。【年代：７0代】
　
議員定数の削減・廃校跡を利用して共同納骨は出来
ないか？手久津久下に港建設（冬場のみ）。
飛行場のターミナル新しく建設してほしい。
【年代：60代】
　
若い議員さん頑張って下さい。【年代：70代】

　初の試みである「はがきアンケート」は大好評でございました。そのため、第186号議会
だより（今月号）でも「はがきアンケート」をご用意しております。お手すきの際に、書い
ていだだけると幸いです。
今後もたくさんのご意見・ご感想をお待ちしております。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆ 「議会だより・議会」に対しての意見（はがきアンケート）後半分

はがきアンケート
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読

者

の

声

印刷：渕上印刷株式会社

186号

　

正
し
い
、正
解
、自
問
自
答
を
繰
り
返
す
。常
に
心
に
あ
る

言
葉
が
あ
る
、先
輩
議
員
が
初
め
て
議
員
に
当
選
し
た
と
き

祖
父
か
ら
言
わ
れ
大
事
に
し
て
い
る
言
葉「
た
だ
ま
っ
す
ぐ
や

れ
ば
上
等
」決
断
を
す
る
際
想
う
。

　

テ
レ
ビ
、新
聞
、ネ
ッ
ト
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
流
れ
て
い

る
。情
報
を
精
査
し
選
択
肢
を
考
え
る
。今
大
事
に
し
て
い

る
の
は
、経
験
と
現
実
、30
代
で
経
験
は
浅
い
が
今
は
信
じ
る

し
か
な
い
。

　

議
会
だ
よ
り
も
熱
の
あ
る
委
員
６
名
は
正
解
を
求
め
て

日
々
奮
闘
中
。熱
を
も
っ
て「
た
だ
ま
っ
す
ぐ
」や
れ
ば
、失
敗

し
て
も
い
つ
か
正
解
が
み
え
る
と
信
じ
て
変
わ
ら
ず
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責　

野
間 

弘
也

伊
藤 

嘉
應 

（
花
良
治
集
落
）

良
岡 

理
一
郎

倉
橋 

博
都

野
間 

弘
也

生
島 

常
範

米
田 

信
也

土
岐 

和
貴

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

委　
　

員

編

集

後

記

　

昔
か
ら
人
は
１
２
５
歳
ま
で
は
生
き
る
事
が
出
来

る
！
と
確
信
も
な
い
根
拠
の
ま
ま
病
気
と
は
無
縁
だ
と

思
い
44
歳
ま
で
お
気
楽
に
過
ご
し
て
き
て
10
月
の
健
康

診
断
で
引
っ
掛
か
り 
ガ
ン
ス
テ
ー
ジ
４
を
告
げ
ら
れ
今
ま

で
と
違
う
真
逆
生
活
を
迎
え
る
事
と
な
っ
た
。

　

初
期
治
療
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
治
療
を
し
て
き
て
約
１
年

半
は
自
身
で
も
治
療
の
大
変
さ
は
あ
っ
た
が
、
体
調
的

に
は
不
自
由
を
感
じ
る
事
は
無
か
っ
た
。
今
年
４
月
よ

り
徐
々
に
不
自
由
度
が
増
え
気
分
転
換
的
に
ど
れ
ぐ
ら

い
の
実
績
作
れ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
し
は
世
の
為

人
の
為
に
た
て
な
い
か
と
６
月
よ
り
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

と
は
いって
も
資
金
・
役
職
、
名
誉
が
あ
る
わ
け
で
も

無
い
な
か
で
即
座
に
力
に
な
れ
る
事
は
な
い
で
す
が
、
島

の
人
達
は
意
外
と
「
自
分
を
殺
し
て
我
慢
し
て
し
ま
う

傾
向
」
が
あ
る
な
か
で
少
し
で
も
我
慢
し
て
い
る
個
々
の

内
容
を
外
に
排
出
し
て
そ
の
課
題
に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
良

い
案
な
ど
を
皆
で
意
見
を
持
ち
合
い
個
々
の
情
報
、
経

験
値
で
カ
バ
ー
出
来
な
い
も
の
か
と
「
喜
界
い
ど
端
お
茶

会
」
と
し
て
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
こ
こ
５
か
月
程
活
動
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
実
績
０
、
メ
ン
バ
ー
固
定
６
人
+α
の
暗
闇
で
手

探
り
活
動
で
す
が
、
素
人
集
団
が
大
き
な
お
世
話
か
も

知
れ
な
い
で
す
が
時
事
的
喜
界
町
の
未
来
を
話
題
に
あ

げ
2
時
間
ほ
ど
意
見
を
出
し
あ
っ
た
り 

「
衣
類
・
フ
ー
ド

バン
ク
」「
プ
ル
タ
ブ
運
動
」
な
ど
、
ど
の
様
に
す
れ
ば
双

方
お
金
も
か
け
な
い
で
お
役
に
た
て
る
か
模
索
し
て
い
ま

す
。

　

も
し
こ
の
「
お
茶
会
」
に
興
味
を
持
た
れ
ま
し
た
ら

中
学
、
高
校
生
や
ご
年
配
、
こ
れ
か
ら
の
喜
界
町
を
担

う
子
育
て
世
代
の
方
々
が
こ
の
よ
う
な
場
で
少
し
の
お
力

を
お
貸
し
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
若
い
世
代
の
政
治
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
いっ
た
活
動

の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
「
待
っ
て
い
て
も
物
事
は
始
ま
ら
な
い
」
の
気
持
ち
で
い

ろ
い
ろ
と
1
人
で
は
な
く
皆
で
や
って
み
る
の
も
悪
く
な
い

か
も
で
す
よ
。

【
ご
報
告
】

　

伊
藤
嘉
應
さ
ん
は
自
ら
の
経
験
か
ら
、
同
じ
よ
う
に

困
っ
て
い
る
方
達
の
た
め
に
と
の
思
い
で
昨
年
４
月
、
議

会
へ
「
島
外
への
治
療
、
検
査
の
為
の
渡
航
費
に
関
す
る

陳
情
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
同
年
９
月
議
会
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
予
算
の
確
保
や
対
象
者
の
詳
細
な
ど
難
し

い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
国
・
県
の
力
添
え
も
頂
き
な
が

ら
陳
情
の
内
容
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
伊
藤
嘉
應
さ
ん
は
、
昨
年
12
月
末
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
ご
遺
族
の
了
承
を
得
て
掲
載
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

「ただまっすぐ」


